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***p <0.01, **0.01 < P <0.05, *0.05 < p<0.10
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	イ）企業全体で共有すべきビジョン・バリュー（価値観）の提示
	企業経営者は第一に、市場や社会における企業としての位置づけ（ポジショニング）を明確にしながら、その位置づけを占めるに相応しい存在となれ】
	その一方で、経済の右肩上がりという前提がそもそも幻想であったことが確認された現在、過去の経験知に基づく「事実前提」からの狭き思考では、�
	企業経営者には、予兆としての様々な変化を捉えながら、経営環境の動向を広い視野と高い視点から見極め、「価値前提」、即ち自分
	
	ロ）長期的人材力強化の方針・ビジョン提示
	企業の経営「ビジョン」は、人々に自社の存在価値を示す上では極めて有効な媒体である。しかし、それだけでは企業経営が求める成功を保証するに十分
	そこで重要になるのが、人材という観点から、堅持していくべき方針とビジョンを明文化し直すことである。企業経営の全体的な「ビジョン」を数
	新規採用した人材が企業の中で一人前となり、さらに一流の専門性と経営の視点を持つ中核人材へと成長していくためには、少なくとも１０年という期�
	その意味で、方針や「ビジョン」は、社長他一部の経営者、或いは人材マネジメントに関わる機能のスタッフだけでなく、役員や�

	ハ）人材資源をベースとした戦略設計
	人材マネジメントの基本は、企業経営の方向性（「ビジョン」とその実現に向けた方針）にあわせて人材を育成し、配置する、ということに
	人材が多数在籍する大企業では上記の基本はイメージしやすい考えである、といえる。しかし中堅・中小企業においてはその逆で、保有する人材の質に応じ�
	上記のいずれの場合も、最終的には人材と戦略とのバランスを最適なものに仕上げていく判断が求められるということでは同じである。最適なバランスを�
	そのような最終的な決断が下せるのは、経営者だけ、である。それだけ人材をどう活かすかという意思決定には、目の前の企業業績や、経営者自らの残任期などに�


	（２）経営者（経営層）に求められる具体的な行動
	イ）人材戦略の策定と不断の見直し
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